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日本カヌーポロジュニア選手権大会を
ご観戦ください

町政番組を放送中
ケーブルテレビさんさんチャンネル【33ch】

みよしTODAY（15分間） 毎日放送
初回放送 17:45 以降10回程度リピート放送
土曜日・日曜日は、30分間の総集編
さんさんスペシャル　8月21日㈪～27日㈰
テーマ「備えて安心～防災のとりくみ～」

コミュニティー FMラジオ・ラブィート【78.6MHz】

みよしモーニングニュース 毎日放送（8:00～8:10）
みよしイブニングニュース 毎日放送（18:00～18:10）
町長ホットライン　8月7日㈪　8:00～ 18:00～

問い合わせ 広報情報課　☎（32）8357 （32）2165

　夏です。カヌーのシーズンがやってきました。平成18年度日本カヌーポロジュ
ニア選手権大会を、2004年の世界カヌーポロ選手権大会の会場であった保田ケ池
カヌーポロ競技場で開催します。ぜひ応援にお出掛けください。

▼  とき＝8月26日（土）午後2時から5時まで
　　　　8月27日（日）午前9時から午後3時まで

▼  ところ＝保田ケ池カヌーポロ競技場

▼  内容＝小・中・高校生によるカヌーポロ大会

▼問い合わせ＝スポーツ課　☎(32)8027　 (34)6030

環
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お知らせはこちらから

▼手続の内容＝下表参照

　現在お持ちの保険証は、8月 31日

で有効期限が切れます。9月 1 日か

らの一斉更新で新しい保険証をカード

化し、一人一枚交付します。8月下旬

に世帯 4人分ごとに同封し、世帯主

あてに配達記録で郵送します。

【更新に伴う注意事項】

①有効期限は平成 20年 8月 31 日ま

での2年間（保険税に滞納のない世帯）

②保険証のサイズが銀行のカードと同

じサイズで、小さくなっています。紛

失など取り扱いにご注意いただき、大

切に保管してください。（保険証の色

はフジ色）

③配達時に不在だった場合は、郵便局

で一時保管されますので、指定期間内

に郵便局でお受け取りください。保管

期間が経過した場合は、保険年金課ま

　国民健康保険は、わたしたちが病気

やけがをした時に、安心して医療が受

けられるように、みんなでお金（保険

税）を出し合い、支え合う社会保障制

度です。職場の健康保険に加入してい

る人やその家族、生活保護を受けてい

る人などを除くすべての人が国民健康

保険に加入しなくてはいけません。

　国民健康保険に加入しなければなら

なくなった場合で、手続きが遅れると、

その時点までさかのぼって保険税を納

めなければならなくなります。また、

保険証がないためその期間の医療費は

全額自己負担になります。

でお越しください。

④保険証を受け取ったら、記載事項に

間違いがないか確認し、注意事項をお

読みください。

⑤古い保険証（有効期限：8月 31日）

は、同封の返信用封筒で 9月 1日以

降にご返送ください。

⑥ ｢高齢受給者証 ｣「標準負担減額認

定証」は現在お持ちのものを引き続き

ご利用ください。

⑦ 9月１日（金）までに保険証が届か

ない場合は、お手数ですが保険年金課

までご連絡ください。

⑧直接窓口で交付する場合があります。

　国税電子申告・納税システム（ｅ－

Ｔａｘ）の利用によって、国税に関す

る各種手続きが自宅や事務所からイン

ターネットなどを利用して行うことが

でき、税務署などに何度も出掛ける必

要がなくなります。特に源泉所得税の

毎月納付や消費税の毎月申告など、利

用回数の多い手続きには大変便利です。

　皆さんぜひご利用ください。

▼  利用時間＝月曜日から金曜日まで

（祝日を除く）の午前 9時から午後

9時まで

▼  利用できる手続き＝①所得税・法人

税・消費税・酒税・印紙税の申告

　②全税目の納税

　③申請・届出

▼  問い合わせ＝ｅ－Ｔａｘヘルプデ

スク（祝日を除く月曜日から金曜日

までの午前 9時から午後 5時まで）

へ電話（☎0570-015901）で

※詳しくはｅ－Ｔａｘのホームページ

（http://www.e-tax.nta.go.jp）をご

覧ください。

案　内 国民健康保険証の一斉更新

保険年金課　☎（32）8011　 （34）3388

国民健康保険の手続き

保険年金課　☎（32）8011　 （34）3388

届出が必用な場合（届出期間は14日以内） 内　容

加入するとき

三好町に転入したとき（転入日） 転出証明書、印鑑　※

職場の健康保険をやめたとき
（退職した日の翌日）

社会保険資格喪失証明書、
印鑑　※

子どもが生まれたとき（出生の日） 保険証、印鑑

生活保護を受けなくなったとき
（保護廃止の日）

生活保護廃止決定通知書、
印鑑　※

喪失するとき

三好町から転出するとき
（原則転出の翌日）

保険証、印鑑

職場の健康保険に入ったとき
（加入の翌日）

国民健康保険証および社会保険
証、印鑑

死亡したとき（死亡した日の翌日） 保険証、印鑑

生活保護を受けるようになったと
き（開始日）

保険証、生活保護開始決定通知
書、印鑑

そのほか

住所、氏名、世帯主などが変わっ
たとき

保険証、印鑑

修学のため町外で生活するとき 保険証、在学証明書、印鑑

■国民健康保険の届出

※同じ世帯で国民健康保険の加入者がいる場合は、その保険証をお持ちください。

国税電子申告・納税システム

豊田税務署から　☎0565（35）7777

（e-Tax）の利用
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　次の手当てを受けている人は、現況

届・所得状況届などの持ち物を各課で

確認して提出してください。なお、提

出がない場合は、8月以降の手当てが

受けられませんので、ご注意ください。

▼  届け出の必要な手当て＝①特別障害

者手当②特別児童扶養手当③愛知県

在宅重度障害者手当④児童扶養手当

⑤愛知県遺児手当⑥三好町遺児手当

▼  届け出方法＝ 8月 31日（木）までに

①②③の手当ては福祉課へ、④⑤⑥

の手当ては子育て支援課へ直接

※通知文などは 8月上旬に受給者に

送付します。通知文が届かない場合は

福祉課、または子育て支援課へご連絡

ください。

　

　三好町では木造住宅の耐震診断・改

修費補助事業を実施しています。町か

ら派遣される診断員の診断を受けて自

宅の耐震性を確認してください。また

診断結果が「倒壊する可能性が高い」と

判定され、耐震改修工事を行う場合に

は耐震改修工事費の補助制度（工事着

工前に申請が必要）をご利用ください。

【木造無料専門家耐震診断】

▼  対象＝次の条件をすべて満たす建物

　①現在所有、または居住している

　②昭和 56年 5月 31 日以前に建築

　された木造の住宅、長屋、共同住宅

　（プレハブ、ツーバイフォーなどの

　特殊工法を除く）

　③都市計画法および建築法違反でな

　い

　④所有者に町税などの滞納がない
▼受付件数＝ 30件

▼  申し込み＝随時、申込用紙（防災安

全課と営繕課で配布）にある「わが

家の簡易耐震診断票」で自己診断を

行うとともに、必要事項を記入し、

建築確認申請書の写し、または家屋

の登載証明書（有料、税務課で交付）

を添えて防災安全課、または営繕課

へ直接

▼  そのほか＝診断は、申込書提出後、

耐震診断員（建築士）が申込者と調査

日の日程調整を行い訪問する

※なお、診断員は連絡なく診断に行く

ことや、診断結果を第三者に公表する

ことはありません。

※調査には立ち会い（1、2時間程度）

が必要です。既存図面をなるべく用意

し、天井裏点検口など速やかに点検で

きるようお願いします。

【木造住宅耐震改修費補助事業】

▼  対象＝無料耐震診断を受けた木造住

宅で診断による総合評点が 1.0 未

満（県建築住宅センターの有料診断

の場合は 80 点未満）のものを 1.0

以上（0.3 を加算した数値以上）にす

るための耐震改修工事で工事の完了

が平成 19年 2月末までに完了する

もの。補助金交付決定前に着工した

ものは対象外

▼  補助額＝工事費、設計費、補強計画

に要する費用（消費税分を除く）の

3分の 2（千円以下切り捨て）、上限

60万円まで

▼補助件数＝先着 20棟

▼  受付期間＝随時（補助件数を満たし

た場合は受付終了）

▼  申し込み＝随時、申請書（防災安全

課で配布）に必要事項を記入し、添

付書類を添えて防災安全課へ直接

▼  そのほか＝補助金申請等改修工事に

は建築士の資格を持った者の作成し

た耐震補強計画、改修図面、工事費

見積書などの書類が必要

　

　8月 1日（火）から 10日（木）までの

10日間「夏の安全なまちづくり県民

運動」が実施されます。

　「わが町・わが地域の安全・安心」

を目指し①空き巣被害の防止②ひった

くり被害の防止③子どもを対象とした

事件・事故の防止の 3つを重点目標

として、地域ボランティアの皆さんと

連携して、地域安全活動を展開します。

　また、愛知県では早期の治安回復を

図るため、今年を「治安回復元年」と

宣言し、短期的、集中的に実効性の

高い対策を実施するため「あいち地域

安全緊急 3か年戦略」を策定します。

　特に重点的に取り組むべき 4つの

基本戦略を①防犯意識の高揚②地域の

防犯力の向上③犯罪が起きない生活環

境づくり④子どもの安全確保と設定し、

積極的な活動を展開しています。

　皆さんも家庭において安全と安心に

ついて話し合い、明るいまちづくりに

ご協力ください。

現況届・所得状況届の提出

子育て支援課　☎（32）8034　 （34）3388

福祉課　☎（32）8010　 （34）3388

大地震に備えた耐震事業

防災安全課　☎（32）8046　 （32）2165

夏の安全なまちづくり県民運動

防災安全課　☎（32）8046　 （32）2165

写真提供：愛知県
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　愛知大学では、高校生の皆さんに 8

月の夏季休暇中に涼しい環境で勉強し

てもらおうと大学図書館を開放してい

ます。この時期が一番受験勉強に力の

入るときです。

　ぜひご利用ください。

▼  開館時間＝午前 9時 10分から午後

7時まで

▼  持ち物＝身分の証明できる生徒手帳

を持参

※図書の閲覧と学習の場の提供のみと

なります。また飲食、携帯電話、おしゃ

べりは禁止です。

※詳しくは愛知大学図書館ホーム

ページ（http://plato.aichi-u.ac.jp/

index.html) をご覧ください。

　「こんなわたしだからこうなるんだ」

などと悩む女性の多くは自分を責めて

います。女性のさまざまな悩みに対し

て、豊かな知識や経験をもつ女性相談

員が相談に応じます。相談員と一緒に

考えて、問題解決の糸口を見つけませ

んか。なお相談料は無料で、秘密は固

く守ります。

▼  相談日＝毎週月曜日（祝日・年末年

リーになってみませんか。

▼  とき＝10月16日（月）から23日（月）

までの7泊8日

▼  内容＝国際教育NPO「アップ・ウ

ィズ・ピープル」の青年およそ 80

人が来日し、三好町および豊田市の

施設見学や学校訪問などの地域交流

活動を行うためのホームステイ受け

入れ家庭（無償）を募集

▼  受入条件＝食事（朝食・夕食）の準備、

送迎などができる家族

▼  募集数＝ 80家庭

▼  申し込み＝ 8月 5日（土）から 9月

16 日（土）までに豊田市国際交流協

会へ（月曜日を除く午前 9時から午

後 5時 45 分まで）電話、または直

接
▼  そのほか＝事前説明会を開催。9月

30 日（土）午後 1時 30 分から豊田

市国際交流協会大会議室（豊田市挙

母町 3-59　視聴覚ライブラリー 2

階）

　大切な命を救うために行う心肺そ生

の競技会を開催します。人工呼吸や心

臓マッサージ（AED（自動体外式除細

動器）を含む）の正確な技術を高めるこ

とを目的に毎年開催しています。皆さ

んぜひご参加ください。

▼  とき＝9月9日（土）午前9時30分

から

▼  ところ＝サンアート小ホール

▼  内容＝救護者 2人による心肺蘇生

法（中学生・一般の部）

▼  対象＝今までに普通救命講習を受講

したことがある人

▼  申し込み＝ 8月 25日（金）までに尾

三消防本部消防課、または各消防署、

出張所へ電話、または直接

始は除く）正午から午後 4時まで

▼相談専用電話＝☎（32）9539

※面接相談も受け付けていますので、

相談専用電話に気軽にご連絡ください。

　いじめ・体罰・虐待など、子どもの

人権にかかわる悩みごと、心配ごとな

どについて、相談に応じます。

　相談の内容についての秘密は固く守

られます。ひとりで悩まずに、どなた

でも気軽にご相談ください。

▼  とき＝9月3日（日）まで、平日は午

前8時 30分から午後6時 30分ま

で、土・日曜日、祝日は午前10時

から午後5時まで

▼  専用電話番号＝☎0570（070）110

（子どもの人権 110番）

　三好町や豊田市の人々との交流を目

的として来日する青年のホストファミ

募　集
「アップ・ウィズ・ピープル」の

☎0565（33）5931　 0565（33）5950

財団法人豊田市国際交流協会から　

tia@hm.aitai.ne.jp　

ホームステイ

心肺そ生競技会参加者

尾三消防本部消防課から　☎・（38）7215

相　談

全国一斉「子どもの人権 110

☎ 052（952）8111　内線1445

名古屋法務局人権擁護部から

番」強化週間

女性の悩みごと相談

社会教育課　☎（32）8025　 （34）4379

キャンパス図書館の開放

愛知大学から　☎（36）1199　 （36）5534

案　内



平成18年８月１日　広報みよし　第881号 2829

INFORMATION

　未就園児のいる親子が自分たちで友

だちの輪を広げる自主サークルのメン

バーを随時募集しています。子育ての

情報交換や親子遊び、季節の行事など

を計画して楽しんでいます。

　子育てサークルに入って、親子で気

軽な仲間づくりをしませんか。

▼  問い合わせ＝なかよし地区子育て支

援センターへ電話、または直接

■子育てサークル一覧表

　三好町ファミリー･サポート･センタ

ーは「子育ての手助けをしてほしい」

「子育ての手助けをしたい」と思って

②警察官A・Ｂ

▼  対象＝Ａ…昭和 51 年 4 月 2 日ま

でに生まれた大学卒の人、または平

成 19年 3月 31 日までに卒業見込

みの人、Ｂ…昭和 51 年 4 月 2 日

から平成元年 4月 1日までに生ま

れた人（4年大学卒の人、卒業見込

みの人は対象外）

▼  1 次試験日＝ 9月 17日（日）

①②共通

▼  申し込み＝8月 16日（水）から9月

1日（金）までに、受験申込書（豊田警

察署（豊田市錦町 1-59-1）、愛知県

警察本部で配布、または愛知県警察

ホームページ（http://pref.aichi.jp/

police/) からダウンロード可）に必

要事項を記入し、愛知県警察本部警

務課採用係へ郵送（〒 460‐8502

名古屋市中区三の丸2‐1‐1）、ま

たは直接

　

　

　知的に障害のある人を対象に募集し

ます。

▼  試験日（面接）＝ 11月 1日（水）以降

の指定する日

▼  試験場所＝愛知県春日台職業訓練校

（春日井市神屋町713-8）

▼  応募資格＝義務教育を修了、または

平成 19年 3月に卒業見込みの身辺

整理ができ、訓練に支障となる著し

い問題行動のない人

▼  募集する科＝機械科、縫製科、木工

科、陶磁器科、紙器製造科（1年間）

▼  定員＝各科 20人

▼  申し込み＝ 9月 1日（金）から平成

19年 3月末までに職業訓練校へ電

話、または直接

いる人が会員になって、みんなで助け

合いながら地域が一体となって子育て

を充実させるために活動しています。

　現在、子育ての手助けをする援助会

員がとても不足しています。多くの皆

さんのご参加をお待ちしています。
▼  申し込み・問い合わせ＝ファミリー・

サポート・センターまで電話で

▼区分など＝下表のとおり

▼  申し込み＝ 8月 1日（火）から 9月

8日（金）まで（2等海・空士、2等陸・

海・空士は随時）に事務所（豊田市喜

多町 3-5）へ直接

①警察職員

▼  対象＝昭和 60 年 4 月 2 日から平

成元年4月1日までに生まれた人（4

年大学卒、卒業見込みの人は対象外）

▼一次 試験日＝ 9月 24日（日）

春日台職業訓練校訓練生

☎0568（88）0811内線2729 0568（88）0948

愛知県春日台職業訓練校から　

http://www.pref.aichi.jp/hsc

子育てサークルメンバー

わかば保育園内 ☎（34）1250 （34）6790

なかよし地区子育て支援センターから

サークル名 活　動　場　所

キティー 福田ふれあいセンター

ひよこ倶楽部 明知下児童館

アンパンマン 打越保育園

プーさん 三好下児童館

プチラビット 三好丘子育て支援セン
ター

わいわいキッズ わかば保育園

ペコちゃん 三好丘子育て支援セン
ター

ピーターパン 中島集会所

でこぼこフレン
ズ

三好丘子育て支援セン
ター

プチベアーズ サンアート・サンヴィ
ッツ

プチトトロ 三好丘子育て支援セン
ター

くれよん 打越保育園

ひまわり 山伏住宅集会所

さくらんぼ 三好丘子育て支援セン
ター

おさんぽ 三好丘緑地公園

自衛官

☎・ 0565（32）7384

自衛隊豊田募集事務所から

警察官・警察職員

☎0565（35）0110内線213 0565（35）0330

愛知県豊田警察署から

区　分 対　象 一次試験日

航空学生
高校卒業（見込）
以上21歳未満
の人

9月23日
（土）

一般曹
候補学生

18歳以上24歳
未満の人

9月16日
（土）

曹候補士
18歳以上27歳
未満の人

2等海・空士
（10月入隊）

18歳以上27歳
未満の男子

受付時に
お知らせ

2等陸・海・
空士（3・4入
隊）

18歳以上27歳
未満の男子

18歳以上27歳
未満の女子

9月24日
（日）
・25日
（月）

※防衛大学校・防衛医科大学校・看護
学生の受け付けは 9 月 9 日（土）から
30日（土）まで

三好町ファミリー・サポート・

アイモール・ジャスコ三好店内 ☎・ （34）2228

三好町ファミリー・サポート・センターから

センター援助会員募集
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　資料館では、夏季企画展「いろんな

道具あれこれ」を開催中です。この展

示会では、ごはんを炊く道具や明かり

の道具などの移り変わりを紹介してい

ます。会場の一角には、直接むかしの

道具に触れてみるコーナーも設けてい

ます。ぜひ皆さんお越し下さい。

▼とき＝ 9月 24日（日）まで

▼  開館時間＝午前 9時から午後 4時

30分まで

▼ところ＝歴史民俗資料館

▼入場料＝無料

▼  休館日＝毎週月曜日（9月18日(月）

は開館、9月 19日（火）は休館）

　大人だけでなく、小中学生にも将棋

に親しんでいただくための催しです。

▼ とき＝8月13日（日）午前9時30分

から（受付は 9時から）

▼ところ＝中央公民館和室

▼  内容＝初心者クラス、小学生クラス、

中学生クラスに分れて対局

▼対象＝小中学生

家族

▼定員＝ 25人程度

▼参加費＝ 300円（昼食代、当日徴収）

▼  申し込み・問い合わせ＝ 8月 18日

（金）までに住所、氏名、電話番号を

明らかにして、特定非営利活動法人

ＮＰＯあいち市民ネットワークセン

ターへ電話 (☎090(4164)1606)、

またはファクス ( (34)6772) で

※運動しやすい服装でご参加くださ

い。また、地域サロンは、平成 18年

度中に今回を含めて 7回開催します。

（全 8回）

　平成 19 年 3月卒業の大学生や 35

歳までの人を対象とした企業説明会で

す。職業相談、職業適性診断、職業講

習会なども開催します。

①企業説明会

▼  とき＝9月 8日（金)・9日（土）午前

10時から午後4時まで

②職業相談（申し込み必要）　

▼  とき＝ 9月 8日（金）・9日（土）正午

から午後 6時まで

▼定員＝先着 30人

③職業適性診断

▼  とき＝ 9月 8日（金）・9日（土）午前

11時から午後 5時まで

④職業講習会（申し込み必要）

▼  とき＝9月8日（金）午後1時30分

から3時30分まで

▼定員＝先着 20人

①～④共通

▼ところ＝豊田産業文化センター

　（豊田市小坂本町 1-25）

▼参加費＝無料

▼  申し込み＝8月 7日（月）から31日

（木）までに産業労働課へ電話で

▼定員＝先着 30人

▼参加費＝ 500円

▼  申し込み＝大会当日の午前 9時か

ら会場へ直接

▼  問い合わせ＝文化協会将棋部の塚本

憲一さんへ電話（☎（34）7080）で

 

　ヘルスメイトといっしょに乳製品を

使って楽しく調理実習をしませんか。

▼  と き＝ 9月 12日（火）午前 10時か

　ら午後１時まで

▼ところ＝保健センター

▼内容＝乳製品を使った調理実習

▼対象＝町内に在住の人

▼定員＝ 15人

▼  参加費＝ 200 円（材料費の一部と

保険料）

▼持ち物＝エプロン

▼  申し込み＝8月 7日（月）から28日

（月）までに保健センターへ電話、ま

たは直接

　高齢者を自宅で介護している家族の

皆さん、日ごろの介護の疲れを癒やし、

ほっと一息できる時間を過ごしてみま

せんか。地域サロンに参加して、リフ

レッシュしましょう。

▼  とき＝8月23日（水）午前10時 30

分から午後１時30分まで

▼ところ＝福祉センター和室

▼  内容＝リラックス体操（疲れを癒や

すワンポイントアドバイス）、お弁

当を食べながらの情報交換とおしゃ

べり、相談

▼  対象＝高齢者を自宅で介護している

催　し

とよた就職ガイダンス

☎0565(32)3381内線234  0565(32)6470

愛知県豊田加茂事務所産業労働課から

資料館夏季企画展

歴史民俗資料館　☎（34）5000 （34）5150 食生活で健康アップ！

保健センター内 ☎（34）5311　 （34）5969

健康づくり食生活改善推進協議会から

夏休み小中学生将棋大会

☎（32）2162　 （34）6181

三好町文化協会から　中央公民館内

家族介護者交流会

高齢福祉課　☎（32）8009　 （34）3388

第２回地域サロン
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　町民の皆さんにカヌーポロに親しん

でもらおうと第11回町民カヌーポロ

大会を開催します。

　多くの参加をお待ちしています。

▼  とき = 9 月 3 日（日）午前 9時から

午後 4時まで

▼  ところ = 保田ケ池カヌーポロ競技

場

▼  種目（対象）＝次のとおり

　①小学生男子・女子の部…三好ジュ

　ニアカヌークラブ員、またはカヌー

　教室やカヌーに親しむ集いに参加経

　験のある児童

　②中学生男子・女子の部…各中学校

　のカヌー部員

　③一般男子・女子の部…カヌー協会

　の会員、または町内在住、在学、在

　勤でカヌーに興味のある人

▼  チーム編成＝監督 1人、コーチ 1人、

選手 5人以上 10人以内

▼参加料＝ 100円（保険料として）

▼  申し込み＝ 8月 15日（火）までに保

田ケ池カヌーポロ競技場管理事務所

へ直接

　日本庭園を眺めながらくつろぎの一

服をお楽しみください。

▼  とき＝9月 3日（日）午前10時から

午後3時まで

▼ところ＝ふるさと会館

▼     席主＝宮澤宗
そうこう

光社中（表千家）

▼  茶券代＝当日券一服 500 円、前売

券一服 400円

▼前売券の販売＝ 9 月 2 日（土）まで

ある人のための講座です。

▼  とき＝ 9月 14 日から 10 月 19 日

までの毎週木曜日、午前 10時から

11時 30分まで（全 6回）

▼ところ＝中央公民館第 2会議室

▼定員＝先着 15人

▼受講料＝無料（テキスト代別途）

▼  講師＝名古屋市立大学非常勤講師の

土肥治美さん

▼  申し込み＝ 8月 6日（日）から住所、

氏名、電話番号を明らかにし、協会

へ電話、ファクス、電子メール、ま

たは直接（月曜日を除く午前 9時か

ら午後 5時まで）

　初めてフランス語を学ぶ人のための

楽しい講座です。気軽にご参加くださ

い。

▼  とき＝ 9月 12 日から 10 月 10 日

までの毎週火曜日、午前 10時から

11時 30分まで（全 5回）

▼ところ＝サンアート研修室

▼  内容＝フランス語でのあいさつや簡

単な会話、フランス文化や習慣の紹

介など

▼  定員＝ 16人（応募者多数の場合は、

協会賛助会員を優先として抽選）

▼参加費＝ 2,000 円

▼  講師＝フランス出身の田所シルヴィ

さん

▼  申し込み＝9月1日（金）までに住所、

氏名、電話番号を明らかにし、協会

へ電話、ファクス、電子メール、ま

たは直接（月曜日を除く午前9時か

ら午後5時まで）

▼  そのほか＝定員に満たない場合は、

締め切り日以降、先着順で受け付け

　に文化協会事務局へ直接

　

　

　出産・育児・介護などで退職し、将

来的に再就職を希望する人の再就職の

準備に役立つセミナーです。

▼  とき＝ 9月 21 日（木）午前 10時か

ら午後 3時 30分まで

▼  ところ＝とよた男女共同参画センタ

ー　豊田産業文化センター内（豊田

市小坂本町 1-25）

▼   内容（講師）＝①講義「知っておこ

う再就職の心構えと知識（法律・制

度）」・社会保険労務士の平松和子

さん②講義「これから私は？～アク

ション・プランをたててみましょう

～」・ＮＰＯ法人参画プラネット常

任理事の重
しげはら

原惇
あつ こ

子さん、再就職者体

験発表、再就職希望登録者支援事業

などの説明・相談

▼  対象＝妊娠、出産、育児、介護など

で退職し、再就職を希望する人

▼定員＝先着 20人

▼参加費＝無料

▼  託児＝無料（1歳以上就学前の子）

▼  申し込み＝ 9月 19日（火）までに愛

知事務所へ電話で

　日本語を学ぶ外国人の手助けをす

る、日本語指導ボランティアに興味が

講座・教室

第11回町民カヌーポロ大会

三好町カヌー協会から　

☎(34)6641　 (34)6695

日本語指導法講座

サンアート内　☎（34）9000　 （32）3232

財団法人三好町国際交流協会から　

 miyo-in@hm.aitai.ne.jp　

フランス語ミニ講座

サンアート内　☎（34）9000　 （32）3232

財団法人三好町国際交流協会から　

 miyo-in@hm.aitai.ne.jp　

町民茶会

☎（32）2162　 （34）6181

三好町文化協会から　中央公民館内

再就職準備セミナー

☎052(586)7222　 052(586)7225

財団法人21世紀職業財団愛知事務所から
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　愛知県教育委員会では、市町村教育

委員会との共催による地域開催講座を

開催しています。

　平成 18年度は 9つの市町で開催さ

れ、三好町では次の講座が開催されま

す。

▼  とき＝① 9月 16 日（土）・② 12月

23 日（土）の午後 1 時 30 分から 3

時 30分まで

▼ところ＝サンアート

▼  テーマ＝「デジタル家電の今後につ

いて～ 2011年に何が起きるか～」

▼  対象＝ 15歳以上で学習意欲があり、

2日間とも参加できる人（中学生を

除く）

▼定員＝抽選で 40人

▼受講料＝無料

▼  講師＝名古屋工学院専門学校講師の

犬飼高士さん

▼  申し込み＝ 8月 15 日（火）から 31

日（木）までに氏名（ふりがな）、住所、

電話番号、年齢、性別、職業を記入

し、社会教育課へ官製往復はがき（右

上の書き方を参照）、ファクス、ま

たは電子メール（電子メールアドレ

スを明記）で

※三好町以外で開催する講座について

は、役場教育委員会にある募集要項、

または愛知県生涯学習推進センターの

ホームページ

（http://www.pref.aichi.jp/kyoiku/

shogai/llcenter/）をご覧ください。

　栽培

▼対象＝町内在住、または在勤の人

▼定員＝先着 15人

▼  受講料＝ 5,000 円（種子・肥料・農

薬代含む）

▼  申し込み＝土・日曜日を除く 8月

7日（月）から 22日（火）までの午前

9時から午後 5時までに受講料を

添えて、三好営農センターへ直接

※収穫した野菜は受講生が持ち帰るこ

とができます。

　折り込みチラシを利用して肩たたき

棒を作る講座を開催します

▼  とき＝ 8月 23 日（水）午後１時 30

分から 3時 30分まで

▼  ところ＝尾三衛生組合エコサイクル

プラザ 2階体験学習室（東郷町大字

諸輪字百々 51-23）

▼  対象＝三好町、日進市、東郷町在住

の人（親子で参加可）

▼定員＝抽選で 18組

▼参加費＝無料

▼講師＝加藤靖典さん

▼  持ち物＝新聞の折り込みチラシ（Ｂ

4サイズ）20～ 30枚

▼  申し込み＝ 8月 9日（水）までにエ

コサイクルプラザ（午前 10 時から

午後 4時まで）へ電話で

▼  休館日＝月曜日（月曜日が祝日の場

合、翌日が休館日）

　

　

　農業を生きがいにしたい、新たに農

業を始めてみたいと考えている人を対

象にした講座です。

　農業の実習体験を通して、農業の技

術を習得し、その魅力を見つけてくだ

さい。

　皆さんの参加をお待ちします。

▼  とき＝ 9月から 12月までの毎月１

回土曜日に開塾・そのほかの土曜日

は農業についての相談日

▼ところ＝生き活き農業塾園場（国道

　153号打越インター北側）

▼内容＝白菜・大根・ブロッコリーの

講座・教室
愛知県地域開催講座

society-edu@town.aichi-miyoshi.lg.jp

社会教育課　☎（32）8025　 （34）4379

リサイクル教室

☎（38）2226　 （38）6222

尾三衛生組合エコサイクルプラザから

生き活き農業塾

☎（32）1006　 （34）6667

JAあいち豊田三好営農センターから

〒470‐0295

三好町役場
社会教育課　　　　　　
「愛知県地域開催
講座」係あて

申込代表
者の郵便
番号

申込者の
住所・氏名

氏名（ふりがな）
住所
電話番号
年齢・性別
職業

 （往信の表）　　　 （返信の裏）

 （返信の表）　　　 （往信の裏）

往信

返信

※勤め人・自営
業・学生・その
他の区分だけで
結構です。

氏名（ふりがな）
講座番号　７
テーマ名
「デジタル家電
の今後につい
て」
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　古い布で買い物袋を作る講座です

▼ とき＝8月25日（金）午後１時30分

から 3時30分まで

▼  ところ＝尾三衛生組合エコサイクル

プラザ 2階体験学習室（東郷町大字

諸輪字百々 51-23）

▼  対象＝三好町、日進市、東郷町在住

の人

▼定員＝抽選で 20人

▼参加費＝ 300円

▼講師＝中島安子さん

▼持ち物＝裁縫用具

▼  申し込み＝ 8月 11日（金）までにエ

コサイクルプラザ（午前 10 時から

午後 4時まで）へ電話で

▼  休館日＝月曜日（月曜日が祝日の場

合、翌日が休館日）

　楽しく調理実習をしながら、栄養と

健康について考えてみませんか。初め

ての人も気軽にご参加ください。

▼  とき＝ 8月 30 日（水）午前 10時か

ら午後 1時まで（受け付けは午前 9

時 45分から）

▼ところ＝保健センター

▼  内容＝健康に関する講話と調理実習

▼  対象＝町内在住の60歳以上の人

（男性、一人暮らしの人は年齢不問）

青少年

▼  申し込み＝ 9月 5日（火）午後 6時

以降に勤労青少年ホームへ直接（土・

日・月曜日を除く）

▼  そのほか＝講座費用のほかに、ホー

ム保険 250円と利用者会費 500円

が必要
▼定員＝抽選で20人

▼  申し込み＝ 8 月 7 日（月）から 23

日（水）までに保健センターへ電話、

または直接

　

　青少年ホームでは、前期と後期の年

2回講座を開催しています。後期の講

座に参加して楽しく学びませんか。

▼  講座内容など＝下表のとおり

▼  ところ＝勤労青少年ホーム（ゴルフ

入門はコンフォートゴルフクラブ）

▼  対象＝町内在住、または在勤の勤労

衣類リフォーム教室

☎（38）2226　 （38）6222

尾三衛生組合エコサイクルプラザから

60歳からの栄養・健康教室

保健センター　☎（34）5311　 （34）5969

№ 講座・
教室名

日　程
（各講座全10回）

定員
（先着） 講　師

受講料 備考・
持ち物教材費

1 料　理
10月3日から平成19年2
月20日までの隔週火曜日
18:30～20:30  

10人 篠
しのざわあつこ

沢篤子
2,000円

エプロン
7,000円

2 陶　芸
10月10日から平成19年
2月27日までの隔週火曜
日18:30～20:30

12人 竹
たけうちかずこ

内和子
2,000円

材料費別途
2,000円

3 きもの着付け

10月10日から平成19年
2月27日までの隔週火曜
日18:30～20:30

10人 大
お お や す ず い

矢鈴伊
2,000円

着物一式
1,000円

4 絵　画
10月3日から平成19年2
月20日までの隔週火曜日
18:30～20:30

10人 牧
まきうちのりお

内則雄
2,000円 絵画道具一

式2,000円

5 茶　道
10月4日から平成19年2
月21日までの隔週水曜日
18:00～20:30

15人
筒
つついえいいち

井栄一

後
ご と う み き こ

藤三貴子

2,500円 扇子・懐紙・
ふくさなど2,500円

6 洋　服づくり

10月11日から平成19年
2月28日までの隔週水曜
日18:30～20:30

10人 吉
よしおかかずこ

岡和子
2,000円 洋裁道具

生地1,000円

7 生け花
10月5日から平成19年3
月1日までの隔週木曜日
18:30～20:30

15人 小
こ じ ま か よ こ

嶋加代子
2,000円 花包み・

はさみ7,350円

8
レザー
クラフ
ト

10月12日から平成19年
3月8日までの隔週木曜日
18:30～20:30

10人 胡
えびいきょうこ

井京子
2,000円

材料費別途
1,000円

9 写　真
10月6日から平成19年2
月16日までの隔週金曜日
18:30～20:30  

10人 成
な る せ ひ で お

瀬英雄
2,000円

カメラ
2,000円

10 ゴルフ入　門

10月5日から12月14日
までの毎週木曜日
19:00～21:00

15人 郷
ごうしかつとし

司勝利
2,500円 シューズ・

クラブなど2,000円

■青少年ホーム後期教養講座・スポーツ教室

後期教養講座・スポーツ教室

勤労青少年ホーム ☎（32）3044 （34）6005
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☎(32)8558
☎(34)6641

☎(32)0100

☎(32)2111
☎(33)4150
☎(32)2000
☎(32)2162
☎(34)3311
☎(34)5000
☎(34)3131

三好池カヌーセンター（8:30～17:15）   …………
保田ケ池カヌーポロ競技場管理事務所　…………
（8:30～17:15）
学校給食センター（8:30～17:15）  ………………

（火曜日～土曜日 9:00～21:00、日 9:00～17:00）

三好町役場（8:30～17:15）　………………………
サンネット（10:00～20:00） ………………………
サンアート（9:00～21:00）  ………………………
中央公民館（9:00～21:00）  ………………………
中央図書館（9:00～17:00）  ………………………
歴史民俗資料館（9:00～16:30）  …………………
総合体育館  …………………………………………

　

①近世史料に見る山内一豊～内助の功

～・戦国軍記『武功夜話』における山

内一豊～山内猪右衛門のこと～

▼ とき＝8月 26日（土）・27日（日）午

前10時 30分から午後12時 30分

まで

▼ところ＝とよた市民活動センター　

　（豊田市若宮町 1‐51‐1　松坂屋

　Ｔ‐ＦＡＣＥ　A館9階）

▼対象＝中学生以上

▼定員＝抽選で 25人

▼受講料＝2,000円（中学生1,000円）

②Windows ネットワークの構築と

セキュリティ対策（初・中級編）

▼とき＝8月26日（土）、9月2日（土）

　午前 10時から午後 4時まで

▼ところ＝豊田工業高等専門学校

　（〒 471-8525  豊田市栄生町 2-1）

▼対象＝18歳以上の人

▼定員＝抽選で10人

▼  受講料＝3,764円（テキスト代含む）

③絵解きで習う英会話

▼  とき＝ 8月 28日（月）・30日（水）・

31 日（木）の午前 10 時 30 分から

正午まで、9月 3日（日）午前 10時

30 分から正午までと午後 1時から

2時 30分まで

▼ところ＝とよた市民活動センター

▼定員＝抽選で 20人

▼  受講料＝5,000円（中学生2,000円）

①～③共通

▼  申し込み＝ 8月 14日（月）必着で庶

務課へ希望講座名、氏名（ふりがな)、

年齢、性別、郵便番号、住所、電話

番号、ファクス番号を明記して、は

がき、ファクス、または電子メールで

※詳しくはホームページをご覧ください。

　農業振興と農業への理解を深めても

らうための講習会です。

▼  とき＝ 9月 9日（土）午後 2時から

3時 30分まで

▼  ところ＝緑と花のセンター「さんさ

んの郷」

▼内容＝テーマ「エゴマの効用」

▼対象＝町内在住、または在勤の人

▼定員＝先着 70人

▼受講料＝無料

▼講師＝金城学院大学の奥山治美教授

▼  申し込み＝8月 7日（月）から18日

（金）までに氏名、住所、電話番号を

明らかにして農政課へ電話、ファク

ス、または直接

　

☎(34)3370
☎(36)8625

☎(33)0788

☎(33)3300
☎(34)5311
☎(34)1588
☎(34)1988
☎(34)6111
☎(33)3441
☎(32)3044

明越会館（受付9:00～17:00）  ……………………
きたよし地区公園管理事務所　……………………
 （受付9:00～17:00）  
ケアハウス寿

じ ゅ ぼ く え ん

睦苑（無休・24時間受付） ……………

（火曜日～土曜日 13:00～21:00、日 9:00～17:00）

三好町民病院（8:30～16:00）  ……………………
保健センター（8:30～17:15）  ……………………
福祉センター（8:30～17:15）  ……………………
生きがいセンター（8:30～17:15） ………………
さんさんの郷（9:00～17:00）  ……………………
教育学習センター（8:30～17:15）  ………………
勤労青少年ホーム  …………………………………

月

月

月
月

　 　 　●リサイクル用品の登録●

▼  差し上げます（無料）＝ワイドダ
ブルベッド（ベッドパット、マ
ットカバン付）、ベビーふとん
（羽毛掛けふとん 2枚、敷きマ
ットレス 1枚）

▼  譲ります（有料）＝三好スイミン
グアカデミー用バッグ・Tシャ
ツ（130㎝）、ポータブルトイレ
（未使用）

▼登録期間＝3カ月間
▼  登録方法＝差し上げます(無料）、
譲ります（有料）、譲って下さい
（有料・無料）に分け、氏名・住所・
電話番号・商品名とその詳細情
報（品質状態、購入年月日など）
を明らかにして、環境課へ電話
(☎（32）8018）、または直接

▼  交渉の流れ＝①広報みよしに商
品名を掲載②希望者は環境課へ
電話連絡③登録者の氏名・住所
･電話番号を確認し、登録者と
直接交渉④結果を環境課へ連絡

月

月

月
月

無休
土・日

月

月・24日（木）
月

土・日

土・日

土・日

土・日
土・日
土・日

農業講習会

農政課　☎（32）8015　 （34）4189

講座・教室
豊田高専公開講座

☎0565（36）5828　 0565（36）5930

豊田工業高等専門学校庶務課から　

koukai@toyota-ct.ac.jp

http://www.toyota-ct.ac.jp/　
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こ
こ
数
年
、
借
金
を
重
ね
返
せ
な
く
な
る
多
重
債
務
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

多
重
債
務
に
陥
る
き
っ
か
け
は
、
リ
ス
ト
ラ
な
ど
に
よ
る
生
活
の
た
め
の
借
金
、

計
画
性
の
な
い
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
な
ど
、
あ
な
た
の
身
近
に
あ
り
ま
す
。

お
金
を
借
り
る
前
に
し
っ
か
り
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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1 世帯当たり
　 平  均
借入残高
   （右目盛）

個人破産件数：約24万件
（平成15年現在）

1世帯当たりの
平均借入残高：
約 1,250 万円

（資料）個人破産件数：最高裁判所「司法統計年報」
　　　平均借入残高：金融広報中央委員会「家計の金融資産に関す
　　　る世論調査」。平均借入残高（1世帯当たり）は借入金のある　
　　　世帯の平均

▼
広
報
を
担
当
し
て
３
年
目
。
今
年
度

か
ら
、
広
報
の
写
真
の
一
部
が
カ
ラ
ー

に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
の
評
判

も
上
々
の
様
子
。
今
後
も
よ
り
多
く
の

情
報
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。
し
か
し
、
相
変
わ
ら
ず
原
稿
の
締

め
切
り
に
追
わ
れ
る
日
々
の
連
続
。
今

回
の
よ
う
に
、
ペ
ー
ジ
数
の
多
い
特
集

記
事
の
編
集
が
な
か
な
か
ま
と
ま
ら
な

い
と
、
気
掛
か
り
で
夢
の
中
で
も
う
な

さ
れ
ま
す
。
先
日
も
夜
中
に
重
苦
し
い

気
分
に
な
っ
て
、
ふ
と
目
を
覚
ま
す
と
、

隣
で
寝
て
い
る
１
歳
の
息
子
の
足
が
胸

の
上
に
。
こ
れ
だ
っ
た
の
か
…
。（
竹
）

個人破産
　  件 数
   （左目盛）

▼
大
雨
の
た
び
に
実
家
の
２
階
の
雨
ど

い
か
ら
水
が
溢
れ
、
滝
の
よ
う
な
音
を

出
し
て
流
れ
出
し
て
い
ま
し
た
。
築
30

年
の
木
造
家
屋
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
そ

こ
そ
こ
に
、
所
々
で
が
た
つ
き
も
目
立

つ
よ
う
に
。
つ
い
に
雨
ど
い
も
壊
れ
た

か
と
、
ふ
と
屋
根
を
見
上
げ
る
と
30
㎝

く
ら
い
の
草
が
一
本
生
え
て
い
ま
し
た
。

恐
る
恐
る
２
階
の
屋
根
に
上
が
っ
て
見

る
と
、
ど
う
や
ら
長
年
溜
ま
っ
た
泥
が

雨
ど
い
に
詰
ま
り
、
そ
こ
か
ら
生
え
て

る
様
子
。「
た
く
ま
し
い
」。
そ
う
感
じ

つ
つ
、
な
か
な
か
抜
け
な
い
根
を
引
っ

こ
抜
き
、
地
上
に
植
え
ま
し
た
。（
の
）
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